



























































































　京都府下の X 社会福祉法人が運営する Y 保育園及び
幼保連携型認定こども園 Z 園（直線距離で 700 メート
ルの距離にある）に勤務し、１歳児クラスを担当する保

















































調査対象者 勤務園 経験年数 担当クラスの状況





























































































A 児 １歳 10 ヶ月
13 シーン 14 シーン 12 シーン
保育者 B
A 児１歳 ８ ヶ月
B 児２歳 １ ヶ月
C 児１歳 10 ヶ月














































































































































































しながら音の面白さを感じているようであった。（ケ）すると A 児は、B 児の行動に驚いた様に潜る遊びを中断












































































すると A 児は、B 児の行動に驚いた様に潜る遊びを中
断し、困ったような表情で B 児の遊びを見ていた。
（コ）





































































































































































































































































































































































































































































































































「できた！」と牛乳パックを A 児に手渡した。（カ）A 児は牛乳パックを受け取ると嬉しそうに脇に抱えて保育室









（サ）昼食の時間になったため、保育者 A は「ご飯だよ！お片付けしよう！ A ちゃん！面白かったね！またしよ


























































































































ら、保育者が組み立てる様子を興味深そうに観察している。（ウ）保育者 B は「誰のかな？ A ちゃんのかな？」
と集まっている子どもに絵を見せながら言葉をかけ、「こうやって、こうやって…。」と牛乳パックを組み立て始
めた。すると、（エ）A 児も保育者 B の手元に集中し、自分の牛乳パックがこの先どうなるのかを期待感を持っ
て観察していた。
（オ）「ほら！できてきたよ！」A 児の興味の高まりを感じた保育者 B は、枡型になった牛乳パックを A 児に手
渡した。（カ）A 児は牛乳パックを受け取ると、とても嬉しそうにままごとコーナーへ持って行き、色水の入っ
た500mlのペットボトルを枡型の牛乳パックに立てて入れた。牛乳パックのサイズにペットボトルがピッタリ納
まり、数本並べると専用のケースのようになる。（キ）A 児の意図しない活用に保育者 B は驚き、「ぴったりね。」
と声を掛けた。
遊んでいる最中
（ク）A 児は自慢げに色水が並んだ牛乳パックを持ち運び、「ジュースどうぞ！」と保育者 B に一本取りだして手
渡した。（ケ）保育者Bは「いただきます！ゴクゴク…あーおいしい！次は苺のジュースをください！」とその誘






















































































































































































































































保育者 A 保育者 B
物 人 計 物 人 計
情緒の安定した生活
A-1 安心・安全 0 3 3 2 0 2
A-2 親しみ 1 2 3 1 2 3
自己を十分に発揮できる
B-1 発達過程 1 0 1 3 0 3
B-2 受容・共感 0 3 3 0 4 4
生き生きと自発的・意欲的に活動できる
C-1 好奇心・自発性 3 1 4 3 2 5
C-2 探索 0 0 0 2 0 2
様々な経験を積んで行くことができる
D-1 多様・選択 2 0 2 2 2 4
D-2 新鮮 2 1 3 4 1 5
子どもの活動が豊かに展開される
E-1 探究 1 1 2 2 1 3
E-2 達成・満足 0 1 1 1 0 1
E-3 集中 0 2 2 3 0 3
E-4 活用・創造 1 0 1 6 1 7
E-5 連続性・関連性 4 2 6 9 4 13
自らが周囲の子どもや大人と関わっていく
ことができる
F-1 他者の観察 0 3 3 2 2 4
F-2 他者の模倣 2 2 4 1 2 3
F-3 イメージの共有 0 0 0 1 4 5
F-4 集団参加 0 3 3 2 2 4
F-5 やりとり 0 1 1 0 3 3
子どもの意図しない遊びへの配慮
G-1 意図しない遊び 1 3 4 1 2 3
G-2 遊びの起点 1 0 1 3 0 3
計 19 28 47 48 32 80
＊





































































































































































































Consideration on How to Interact with Childcare Practitioners and 
Environmental Composition in the Play of 1-Year Old Child Class
Tetsuro Komai
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
　As a result of comparing examples of two nursery school teachers who are participating in a 1-year 
old child and are considering improving aid and environmental composition, it is important to balance 
the involvement of the nursery school and the environmental composition. Also, based on “emotional 
consideration of children” and “consideration that children can begin to play actively”, it is necessary 
to “to experience the continuity and validity of children’s play” in the process of play.
Key words：1-year old child care, play, relationship between teachers, environmental composition
